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<はしがき>

本研究は、科学研究費補助金基盤研究 (B)の採択を受け、平成 16年度から 18 

年度の3年間にわたり、京都大学大学院人間・環境学研究科相関環境学専攻田部研究室にて行

われたものである。

窒化物系青色発光ダイオード(LED)の発明とそれに続く青紫レーザ、ダイオード(LD)の発明は、

光エレクトロニクスの諸分野に大きなインパクトを与えたが、中でも白色LED開発への展開は、

21世紀に入り照明技術分野においても技術革新を起こしつつある。その長期安定性、赤外線や

紫外線を含まないこと、高い電気一光変換効率、水銀を使わない親環境性、真空管不要などの特

長から、自体照明デ、パイスとして、白熱電球や蛍光管を置き換えると期待されている。青色LED

の波長 460nm発光を励起光かつ白色構成光一成分とし、蛍光体と組み合わせた、蛍光体変換型

白色LED方式は、 3原色とも LEDチップで一体化構成する方式や、紫外LED励起3原色蛍光

体利用方式に比べても、変換効率が高い、温度変化によって色調変化がない、などの優れた特長

を有しており、今後も高性能化が期待されるデバイス方式であるといえる。

本研究では以上の背景を踏まえて、青色 LEDILDを利用した白色国体照明デ、バイス用の蛍光

体の設計、材料創製とその光物性評価を目的とした。

本研究課題の採択を受けて、まず目指したことは、蛍光体を含む発光材料の全光束、全放射フォト

ンエネルギー絶対値分布の精密測定評価システムの構築と蛍光体単結晶試料の合成装置の導入であ

る。既存照明デバイスを置き換えんとする開発材料の発光特性評価には、スペクトノレ特性や演色性だ、

けでなく、 LEDを介した電気一光エネルギー変換効率の評価が不可欠で、あるO そこで我々は、初年

度である 2004年に直径 10インチの積分球を導入し、試行錯誤と勉強の末、評価システムを確立す

ることができた。世の中の流れを受けてか、希土類蛍光体研究者の数が増えているが、学会発表を開

いていると、発光スペクトノレの横軸だ、けに単位があり、ピーク波長や強度がどう変化したとか、市販

蛍光分光計で澱定しただけで、既存蛍光体と比べて強度が増加したなどという、発表が多い。縦軸強

度が任意単位であるのは許せるとして、広い波長範闘にかたるスベクトノレを論じるのに、標準光源に

よる感度校正もしていないデータでは、定量的なことは何も議論できないことを、そろそろ学会主導

で標準化すべき時であろう。また実用形態である結晶粉末蛍光体についての評価だけでなく、単結品

試料の精密な基礎光物性に関する研究も呂指し、同年2月に開発されたばかりのNECマシナリー(現

キャノンマシナリー)の卓上型単結晶育成イメージ炉を導入した。私自身学生時代には所属研究室の

大型のものを高融点ガラスの溶融に使っていたが、 100V電源で動作する安価なものでありながら、

融点 2050
0

Cのルビーが作れるということで 国体照明の代表的蛍光体(粉末形状)である Ce:YAG

と関連閤溶体の単結晶合成に活かすことを行った。その他、本研究課題で遂行した環境整備の布在が、

同時に進行している特定領域計画研究のテーマで、ある希土類光増幅器用単結晶材料の合成やエルピ

ウムドープ光ファイパ増幅器の精密光物性評価へも大いに展開したことは望外の収穫で、あった。可視

光と赤外通信光ということで、波長では明確に分類できる 2テーマで、はあるが、希土類発光材料の開

発と 4f霞子光機能の発現という意味では、基本原理や研究手法はもちろん、発光中心元素やホスト

材料など、共通の土俵も多い。 3年間の研究成果の詳細は本報告書の各章に譲るとして、各種装罷導

入と立ち上げ、蛍光体材料合成、光物性評価を通じた研究の遂行は、当研究室在籍の院生諸君の貢献

がなければ、全く不可能で、あった。本成果報告書はいうまでもなく彼らとの合作であり、深く感謝を

表するo
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研究概要

1993年のInGaN系青色発光ダイオード(LED)の発明とそれに続く青紫レーザダイオード(LD)

の発明は、光エレクトロニクスの諸分野に大きなインパクトを与えたが、中でも白色 LED開発

への展開は、 21世紀に入り照明技術分野においても計り知れない技術革新を起こしつつある。

その長期安定性、赤外線や紫外線を含まないこと、高い電気一光変換効率、水銀を使わない親環

境性、真空管不要などの特長から、固体照明デバイスとして、白熱電球はもちろん蛍光管をも置

き換えると予想されている。青色LEDが発光を示す460nmという波長を励起光かっ白色構成光

一成分とし、黄色蛍光体と組み合わせた、蛍光体変換型白色 LED方式は、今日最も普及してい

る方式で、 3原色とも LEDチップで一体化構成する方式や、紫外LED励起3原色蛍光体利用方

式に比べても、変換効率が高い、演色性が高い、温度変化によってスベクトノレや色調変化がない、

などの優れた特長を存しており、今後も 3種の方式の中でも優位性を保ちながら、高性能化が期

待されるデバイス方式であるといえる。

以上の背景を踏まえて本研究では、青色 LEDを利用した白色間体照明デ、バイス用の蛍光体の

波長設計、材料創製とその光物性の精密評価を目的とした。研究対象とした蛍光体材料は以下の

ように要約できる 01. 単結晶および国溶体ガーネット結晶中の Ce3十イオンの 5d今4f発光遷移で

の幅広い可視発光、波長変化、量子収率、青色 LEDと組み合わせた時の色度、 11. 460nmでの

い励起効率と長波長候H可視域での高い透過率を有する YAG結晶化ガラス材料の開発、 III. 

パワー照明用青紫 LD励起蛍光体として、 405nmに強い励起帯を有する Sm3+イオンに世界で初

めて着目し、ガラス蛍光体の開発と配位子場構造とスペクトノレ、遷移確率、量子効率の組成依存

性、積分球により量子収率評価も行った。 Sm3+イオンの場合励起遷移、発光遷移共に4ι4f電子

遷移であるため、作成透明試料(ガラス、結晶含む)に対する吸収スペクトノレから、半経験的な

Judd圃Ofelt理論の適用と遷移確率の予測が可能である。こちらに関してプロである我々は、恐ら

く世界で初めて、両方の手法を並行して評価して結果を比較した、初めての研究を行ったと思う。

高効率な希土類発光機能の発現には適切なホストの選択や原子レベノレで、希土類イオンの周辺

を精密に構造制御するかが重要である。明確な立体構造をもっ希土類蛍光体を合理的にデザイン

し、系統的な合成を通じて、全光束、全放射束の評価を含めた発光特性を解明することによって、

発光機能創製に向けた探求をより効果的に行うことが可能となるといえる。評価系の確立には3

年間で 60%程度は達成できたと自画自賛しているが、その分、真に国体照明に適した新材料の

開発はまだまだ、課題が残されている。
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「ニューガラスJvo1.20[1] (76)ラ(2005)54-61. 

3.田部勢津久、"広帯域波長多重通信用ガーネット系光増幅器材料の設計"、

「セラミックスJ41 [9]， (2006) 691由697. 特集:オプテックス/フォトニクスを支えるセラミッ

クス材料の開発最前線)

4.田部勢津久、"<研究最先端>光ファイバアンプの原理、開発の現状と展望"ラ

「ニューガラスJ vo1.21 [3] (82)，(2006) 47皿56.
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口 頭 発 表(国際会議プロシーデイングスを含む)

1. S.1:釦abe，"Novel Oxide Glass and Glass Ceramic Materials for Optical Fiber Amplifier"， Annual 

Meeting， The American Ceram. Societyラ(Indianapolis，April 20， 2004) lnvited. 

2. S.Tanabe， "Novel Glass Ceramic Materials for Optical Amplifiers"， 

LEOS Seminar atαuv.New Mexico (Lasers and Electl・O・-OpticalSocietyラ
(Albuquerque， NM， April 22ラ2004)lnvited. 

3. S.Ta加na油.be久ラ

Cωomm及nuniおca瓜組.tio叩ns"，LEOS αandCαenter j戸orHigh 1跨echnolo幻gyM包ω仰t花er例rげ.ぜ匂iωαlsSeminar αぽtUJ肋rli以1双J.M治eの予wψ1M白iたCωO 
(Lasers and Electro-Optical Society)， (AlbuquerqueラNMラApri123，2004) lnvited. 

4. OS.Tanabe， H.Yamazaki， "New Glass Materials for Optical Fiber Amplifier"ラOECC2004 

ゆtoelectro1)icsand Communications Coが(Yokohama，July 12ラ2004)lnvited. 

5.0藤田俊輔、坂本明彦、山本茂、田部勢津久、"白色LED用YAG結晶化ガラス蛍光体"、

第 65回応用物理学会秋季学術講演会、(仙台タ13/2004) 3a削ZL四1.

6.小野俊介、 O田部勢津久、西原真人、石川悦子、 fErドープファイパの 77Kゲインスペクト

ラルホールバーニング測定とホール形成挙動」、

第 65回応用物理学会秋季学術講演会、(仙台タ14/2004) 4a血刀ふ8.

7. S.Tanabe， "Present and potential ofrare唱arth田dopedglasses"ラ

Photon Craft Cooperative International Project砂mposium，(Kyoto， Sept.24ラ2004)lnvited. 

8. S.Tanabe， "Overview ofTC20 activities and Glass Ceramics for Photonics"， Joint meeting ofTC20， 

TC7 and TC3， ICG04 (KyotoラSept.26，2004) 

9. T.Tamaoka， OS.Tanabe， "Fabrication and upconversion characteristics ofTm-doped tellurite fiber for 

S-band AmplifierぺInt'lCongress on Glass 2004ラ(Kyoto，Sept.28， 2004). 

10. S.Tanabeラ"Glassand Glass Ceramic Materials for Optical Fiber Amplifier in 

Wavelength皿Division圃 Multiplexing"，20th InternationalCongress on Glass 2004ラ

(Kyoto， Sept.29， 2004) lnvited. 

11.田部勢津久、「大容量光ファイパ通信に求められる光増幅器材料J，日本セラミックス協会

関西支部第 7回若手フォーラム (京都 10/29/04) lnvited. 

12. OM.Nishi， S.TanabeラK.FujitaラK.Hirω，"Variation of emission spec廿aofEr3+醐dopedYAG叩based

solid solution"， Rare Earth 2004ヲ(NaraラNov.8，2004) FP-25. 

J.Alloys&Comp. 1:08-412ラ(2006)788-790. 

13. S.Tanabe， "Optical properties and local structure ofrare earth doped amplifiers for broadband 
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tdecommunication"， Rare Earth 2004， (Nara， Nov.9ラ2004)FI欄06 lnvited. 
J.Alloys&Comp. 1:08-412， (2006) 675四679.

14.. OY.Kishi， S.Tanabe， "Infrared-to-Visible upconversion ofrare四earthdoped glass 

c:eramics containing CaF 2 crystal"ラRareEarth 2004， (NaraラNov.9，2004)ラFP-51.

j~Alloys&Comp. 1:08-412， (2006) 842-844. 

15.. T.Tamaoka， OS.Tanabe， S.OharaラH.HayashiラN.Sugimoto，"Fabrication and gain characteristics of 

Tm-doped tellurite fiber for S-band AmplifierぺRareEarth 2004， (N araラNov.9，2004)ラFP-53
J.Alloys&Comp.1:08回412ラ(2006)848-851. 

16.. OS.Tanabe， H.Yamazaki， Y.Kawakami， M.Funato， H.Saito， T.Yuasa， M.Taneyaラ"Samarium岨doped

phosphor for violet帽diode-pumpedsolid幽statelighting"， Rare Earth 2004， (NaraラNov.9ラ2004)， FP-74. 

17.. OS.OnoラS.Tanabe，"Evaluation of concentration quenching effect on the gain characteristics of 

silica四basedEr3+-doped.fiber by numerical simulation"， Ra陀 Eαrth2004， (NaraラNov.10ラ2004)ラFO岨05.

J.Alloys&Comp. 1:08-412， (2006) 732欄736.

18.. 0小野俊介、田部勢津久、西原真人、石川悦子、

fErドープファイパの低温における利得スベクトルホール形成挙動J、

第何回ガラスフォトニクス材料討論会(つくば，11/26/2004) 

19.. 0田部勢津久、藤田俊輔、坂本明彦、山本茂、「白色LED用YAG結品化ガラスの開発と積

分球による特性評価jラ

The 15th Meeting on Glasses for Photonics (東京、1/31/2005).

20.. 0山崎裕史、田部勢津久ラ 「パルスレーザ蒸着法による Erドープガーネット薄膜の作成と

通信帯域発光特性J，The 15th Meeting on Glasses for Photonics (東京、1/31/2005).

21..田部勢津久ラ 「波長多重通信用広帯域希土類光増幅器材料の開発と光物性評価」ラ文部科学

省「希主類形態制御J，第2回公開シンポジウム(東京，1/31/2005) Invited. 

22.. OS.Ono，S.TanabeラM.Nishihara，E.Ishikawa， "Effect ofErbium Ion Concentration on Gain Spectral 

IIole Buming in Silica阻BasedErbium四DopedFiber"， Optical Fiber Communication Conf 2005， 

(OFC05)， (Anaheim， March 10， 2005) OThL 1. 

23.. 0山崎裕史、田部勢津久、「イメージ炉を用いた FZ法による Erドープガーネット単結晶

の作成と光物性評価」日本セラミックス協会2005年会(岡山，3/23/2005)

24..0堀口治子、田部勢津久、 fCe3+:YAG単結晶の作成と積分球による発光特性評価J

日本セラミックス協会 2005年会(向山，3/23/2005)

25田部勢津久、「広帯域波長多重通信用希土類ドープ光ファイバ増幅器材料の開発」、"第 52

回応用物理学会関係連合講演会 "波長集積・操作フォトニクス 光スペクトノレ資源の極限利

用に向けて (N)一" (さいたま、 3/29/2005)lnvited 議長麟議ι議搾フォトニ~Á
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26.0藤田、吉原、坂本、山本、田部、「白色LED用YAG結晶化ガラ

ス蛍光体の開発と発光特性評価J第 52回応用物理学会関係連合講

演会 (さいたま、 3/30/2005)

27.田部勢津久、 fEDFAの利得スベクトラルホールバ}ングの現象解明とその物理モデルJ、富

士通研究所 日時:3月 30日(水)lnvited. 

28.0S.TanabeラS.F吋ita，A.Sakamoto， S.Yamamoto， "Glass Ceramics for Solid State Lighting"ラAnnual

Meeting 1五eAmericαnCeramic Society， (Baltimore， April 12， 2005) lnvited. 

29. S.Tanabeラ唱valuationof quantum efficiency of rare四earth闇dopedglasses by 

integrating sphere"， Workshop on PHOTOLUんのTESCENCEIN RARE 

EARTHS: PHOTONIC A必TERIALSAND DEVICES (PRE'05) (Trento， May 

2ラ2005)lnvited. 

30. OS.Tanabe， S.Fujita， A.Sakamoto， S.Yamamotoラ"GlassCeramic Phosphors for Solid State Lighting"， 

3rdDGG砂mposiumon Novel Optical Technologies (May 24，2005 in Wurzburg， Germany) lnvited. 

31.岸佑季、田部勢津久、「新規鉛フリー透明ナノ結品化ガラスの創製と赤外→可視変換特性J， 

希土類討論会(大阪，5/26/2005). 

32.0溢谷吉紀，田部勢津久、}11上養一、驚藤肇、湯浅貴之、種谷元隆、「青紫LD励起間体照

明用 Smドープガラス蛍光体の発光特性J，希土類討論会(大阪，5/26/2005). 

33. OS. Tanabe， S. Fuj託a，S. YoshiharaラA.SakamotoラS.Yamamotoラ"YAGglass開ceramicphosphors for 

white LED (II): EL characteristics"， Optics & Photonics 2005 (SPIEAnnuα1 Meeting) (San Diego， 

Augム2005)5931-34. 

34. OS. Fujita， S. Yoshihara， A. SakamotoラS.YamamotoラS.Tanabeラ"YAGglass柚ceramicphosphors for 

white LED (1): Development"， Optics & Photonics 2005 (SPIEAnnual地 eting)(San Diego， Augム
2005).593ト33.

35. OS. Ono， S. Tanabe， M. Nishihara， E. Ishikawa， "Origin ofMu1ti圃HoleStructure in Gain Spectrum of 

Erbium皿DopedFiber Amplifier"， 

Optical Amplifiers & their ApplicationsラOAA2005(Budapest， Aug.1 0ラ2005)WB2.

36.0田部勢津久、藤田俊輔、吉原聡、坂本明彦、"秩序構造ガラスの光学特性と国体照明白

色光源の開発"応用物理学会連合講演会・ランダム系フォトエレク

トロニクス研究会"秩序四無秩序構造を利用する革新機能材料"(徳島ラ

9/9/2005) lnvited. 

37. S.Tanabe，唱valuationof qu印刷.mefficiency of rare四earthdoped glasses by integrating sphere"， 

ICG・.TC20meeting (Optoelectronics Glasり(Maui，Sept.11ラ2005)
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38" 0堀口治子、田部勢津久、 rCe3+:YAGドープガーネット単結晶の作成と積分球による発光特

性評価J希土類若手研究会発表会、(仙台タ115ラ2005). 

39" 0龍谷吉紀、田部勢津久、「希土類ドープボレートガラスの配位子場解析と蛍光特性」希土

類若手研究会発表会、(仙台タ116，2005). 

40" 0田部勢津久、藤田俊輔、吉原聡、坂本明彦、山

発光特性"蛍光体向学会第309回講演会、(東京タ16/2005)lnvited. 

41刷 O西正之、田部勢津久、藤田晃司、平尾一之、 rEr添加ガーネット結晶の高強度U帯発

光とその起源J，日本セラミックス協会関西支部・中国四国支部連合学術講演会、(京都，

10/26/2005) . 

42" 0西正之、田部勢津久、藤田晃司、平尾一之、 rEr:YAG結晶の光通信帯域発光特性一高

強度U帯域発光とその起源一九平成 17年度セラミックス総合研究会、(鹿児島ラ 11111，12/2005). 

43" 0田部勢津久・山崎裕史、"エノレピウムでC+L帯以外の広帯域光増幅は可能か?:スベクト

ルデータに基づく理論的検討"

第46回ガラスおよびフォトニクス材料討論会 (2005.11.21，彦根) • 

44，， 0溢谷吉紀，田部勢津久， ) 11上養一，驚藤肇，種谷元隆"青紫LD励起間体照明用希土類ド

ープガラス蛍光体の作成と量子効率評価" 第46回ガラスおよびフォトニクス材料討論会

(2005.11.21，彦根)

45..田部勢津久ラ"光ファイパ通信と間体照明分野における希土類含有ガラスの新展開"ラ

立命館大学公開研究会(草津、 2115/2006) lnvited 

46..0堀口治子、田部勢津久、「積分球と緑色、青色 LEDおよび紫LDを用いた Eu3+添加ガラ

スの量子効率評価J日本セラミックス協会2006年会(東京ラ3114/2006) lF23. 

47.. 0溢谷吉紀、田部勢津久、「広帯域光通信用 Uバンド帯光増幅材料Er3+イオンドープ

Cel・xYx02・d結品の光物性jラ

日本セラミックス協会2006年会(東京，3115/2006) 2F03L. 

48..田部勢津久，W新規希土類発光材料とその光物性評価 一

蛍光寿命・量子効率、スペクトル、量子収率の測定と評価等--~、情報機構セミナー(東京，

3/17/2006) lnvited. 

49" OY.Shibutani， S.Tanabe， "Fluorescent Characteristics ofEr3+-doped Cel・xY x02-d Crystals for U醐band

Optical Amplifier" Glass & Optical Materials Division (GOMD) 
~~フF初g2006 Meeting， The American Ceramic Societyラ(Greenville， 

SC， May 16-19，2006). 

50.. OS.Tanabe， S.F吋ita，S.Yoshihara， A.SakamotoラS.Yamamotoラ"PropertiesofCe:YAG Glass Ceramic 

Phosphors for White LEDぺGlass& Optical Materials Division (GOMD)争ring2006 Meeting， The 
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American Cer，amic Societyラ(GreenvilleラSC，May 16四 19ラ2006).

51. 0 H.HayashiラS.Tanabe，N.Sugimoto， "Quantitatve Evaluation ofSpontaneous Emissions and 

Sca抗eringPowers in BIEDF by Integrating Sphere"， Glass & Optical Materials Division (GOMD) 
争ring2006 MeetingラTheAmerican Ceramic Society， (Greenville， SC， May 16悶19ラ2006).

52.0村上岳、田部勢津久、石田昭人、"軽希土類添加 SrF2含有透明ナノ結晶化ガラスの作成

とその近赤外発光特性"、第 23回希土類討論会(東京，5/30/2006).

53. OD. Zhang， S. Tanabe， "Investigation of Side Spontaneous Emission of Silica四 BasedErbium Doped 

Fibers by Integrating Sphere"， {三'-̂、1...，.，静，
Optical Amplifiersαnd Their Applicαtions 2006 (Whistler， June 28ヲ2006)JWB38.、J 、"、i

54. 0 S. Tanabe， D .Zhang， "Power budget of side-spontaneous emission of 

EDF evaluated with integrating sphere"， Opto岬Electronics& Ji""針

Communications Conference 2006 (OECC 2006)， (Kaoshiung， July 3聞7ラ lC主J;霊r
2006) lnvited 甲?二司同九弘十

55. S. Tanabe， "Development of Glass Materials for Broadband Amplifiers for Wavelength四 Division岨

Multiplexing"， lnt'l Conf. on Optical and Optoelectronic Materials and Applicαtions 2006 (ICOOPkJA 
06)， (Darwin， July 15-22，2006) lnvited. 諮問ゑ鉛06

56.田部、「人間に優しく賢い材料一ニューガ

ラスは環境と情報通信を支えるj、京都大学

抑制抑制renceon 川;仁王入日三戸 J¥墾さ 1....l掠記mmmm的沢市空.三一 ;ι 三三:三 一軍捧I
;州政討品倒的手111

総合人間学部 2006オープンキャンパス(京都、 8110/2006) . 

57. S.Tanabe， "Theoretical Aspects ofRare Earth Ion Spectroscopy for Optical 

Amplifiers and Solid四stateLighting"， 8th Europeαn Society of Glass Conferenceラ

(Sunderland， Sept.9ラ2006)lnvited. 

58.0張徳宝、田部、「積分球による Erドープファイパの全エネルギー収支評価J

日本セラミックス協会秋季シンポジウム、(甲府，9/20/2006) 

59. OS.Fujita， S.Yoshihara， A.SakamotラS.YamamotoラS.Tanabeラ"YAGglass ceramic phoshors for white 

LED"， 8th lnt'l Sympo.Cfア'stallization的Glassesand Liquids (Jackson HoleラSept.28ラ2006)

60. OT. Murakami， S. Tanabe， "Preparation and NIR欄emissionof light rare田earthdoped transparent 

nano-glass ceramics containing SrF 2"，希土類若手研究発表会国際セミナー(和歌山ラ 10/4-6/2006) 

61. OD.Zhang， S.Tanabe， "Quantitative Evaluation ofQuantum E:fficiency ofEr-doped Glasses by 

Integrating Sphereぺ 希土類若手研究発表会国際セミナー(和歌山，10/4~6/2006) 

62. OS.TanabeヲY.Shibutaniラ唱valuationof quantum e:fficiency and yield of Sm-doped glass phoshors 

for power illumination by violet laser diode pumping"ラxllnternational Conference on the Physics of 

Non-CηJstalline Solids (Rhodes， Oct.30， 2006) 0四OP-8.
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63.. 0村上岳、田部、「軽希土類添加SrF2含有透明ナノ結晶化ガラスの作成とその近赤外発光特
性」 第47回ガラスおよびフォトニクス材料討論会(野田、 11122/2006)

64..0溢谷吉紀、田部、 ru バンド帯光増幅器材料 Er3+ ドープ Cel-xYx02~d結品の光物性とその熱処

理条件依存性J 第47回ガラスおよびフォトニクス材料討論会(野田、 11122/2006)

65.. 0林英明、田部、杉本直樹、 f酸化ビスマス系エルピウムドープファイパにおける光パワー収

支の定量解析J 第47回ガラスおよびフォトニクス材料討論会(野田、 11122/2006)

66のOS.Tanabe，D.Zhang， "Power budget ofEr-doped fiber evaluated with integrating sp註ere"，

Optoelectronics 200スPhotonics舵 st2007ラ(SanJose， CA， Jan.22ラ2007) 金主
ムー/帯6497-17.1nvited 
内閣icsW倒

67..0田部勢津久ラ岸佑季、「希土類ドープCaF2系透明ナノ結品化ガラスの赤外圃RGB変換蛍光

と白色化JThe 17th Meeting on GZα'ssesfor Photonics 2007 (東京，1129/2007)

68ωO田部勢津久、藤田俊輔、吉原聡、坂本明彦、山本茂、"白色LED用結晶化ガラス蛍光

体の開発と光物性" 日本化学会春季年会AdvancedTechnology Program r光学材料の開発最前
線J依頼講演(吹田ラ3/26/2007)lnvited 

14 



出版物

1.田部勢津久、"高効率希土類蛍光体とその応用": (TIC出版，2005)

第2章:希土類蛍光体の構造と物性(第5節:希土類アルミネート系蓄光型蛍光体の出

現とその光物性)，pp.67 -78. 

第6章:光増幅器への応用ラpp.17子198. B5版約280頁￥27，300(2005.1月発行)

2. S.Tanabeラ"Developmentof Rare四EarthDoped Fiber Amplifiers for 

Broad Band Wavel ength-Division皿 MultiplexingTelecommunication"ラ

in“Photonics Based on Wavelength Integration and Manipulation"ラ

(Ed. K.TadaヲInstitutefor Pure and Applied Physics， IP AP vo1.2， To勾TO)

(2004) pp.1 0ト112.

3. S.TanabeラItNovelOxide Glass and Glass Ceramic Materials for Optical 

Amplifiers"， in "Advances in Photonic Materials and Devices"ラ

(Eds. S. Bhandarkar， The Ameirican Ceramic Society， Westervilleラ

2005) pp.ト16.

4.間部勢津久、"ナノマテリアル工学大系ラ第1巻ニューセラミッ

クス・ガラス編""第3章ナノマテリアルの物性・機語体

能:第3. 7節:光機能"希土類イオンドープ光増幅ヒ
i発干T

ファイバ"(フジテクノシステム、平尾一之監修)
j造本

(2005) pp.403-405. 

5. S.Tanabe， S.F司社a，A.SakamotoラS.Yamamotoラ"Glass.Ceramics for 

Solid醐stateLighting"ラin"Advances in Glass and Optical Materials" 

(eds. S.JiangラTheAmerican Ceramic Societyラ2005)pp.19-25. 

6.田部勢津久、"希土類の機能と応用"(足立吟也監修、シーエム

シー出版ラ2006). 

第3章2節:光機能分野への応用:2.9.希土類レーザ pp.14ふ153.

2.10.希土類添加ファイバ pp.l54-163. 

7.田部、「科学立国日本を築く一極限に挑む気鋭の研究者たちJ

(分担執筆:榊裕之監修、日刊工業新開社，2006) 第2章." 

大容量光通信のための光ファイパ増幅器の広帯域化ヘpp.73-78.

8.田部勢津久、杉本直樹、"機能性ガラス・ナノガラスの最新技

術ヘ(株)エヌ・ティー・エスヲ2006) 第5編機能性ガラスの応用、
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5.2通信、 5ユ2"波長多重通信用光ファイバ増幅器の開発"ラ

pp.260-272. 

9.田部勢津久"最新 LED部材の開発" (技術情報協会う

2007) 第2章蛍光体:第2節「白色LED用結品化ガラス蛍光

体材料の開発と発光特性評価Jpp.l88四194.

10.田部勢津久、"ガラスの事典"(作花済夫監修、朝倉書活，

2007) . 

第4部12章:光通信とガラス:12.4.ガラスレーザ、 4p

第13章先端技術ガラス:13.4.波長変換ガラス、 4p

第7部ガラスとは何だろう:21章21ユアップコンバージョン蛍光ラ2p
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